
 

H２２.１０.２１ 設楽ダム魚類検討会 議事概要 
 

○日  時：平成22年 10月 21日（木） 14時 00分～17時 30分 

○議事概要： 

表 H２２.１０.2１ 設楽ダム魚類検討会の議事概要 

議事項目 議事内容 報告事項 委員の主な意見 意見に対する回答 

1.魚類検討
会の経緯に
ついて 

・ 魚類検討会の
経緯について
報告した。 

・ 特になし ・ 特になし ・ 特になし 

・ 掛け流しで改善しないので
あれば、循環式で行うという
ことで掛け流しをする必要
はない。 

・ 事務局：温度管理、水質管
理が容易というメリットが
ある。また、これまでの繁
殖も掛け流しで行われた。
これらのことから、今後も
掛け流しを一部残して検討
を継続したい。 

・ 飼育に関しては、飼育個体の
コンディションは回復して
いるということでよいか。 

・ 事務局：回復不能なレベル
以外は回復すると考える。

・ 飼育水に地下水を用いてい
ることに問題があるのでは
ないか。 

・ 事務局：溶存酸素量が低い。
その状態で細菌に関連した
問題が生じている可能性も
あるので、かけ流しを継続
する場合はそれらの改善を
検討したい。 

・ 飼育・繁殖結果
について報告
した。 

・ 今年度、繁殖成
功には至らなか
った。 
・ 今後の飼育・繁
殖に向けた対応
方針(案)を提案
した。 

・ 飼育・繁殖における今後の対
応方針(案)について、色々挙
げて頂いたが、来年以降どの
ように決定、実現していく
か。 

・ 事務局：実施可能なものか
ら進めていく。その他検討
課題項目については、個別
項目ごとに対応し、次回検
討会で提案する。 

・ 放流実験のモ
ニタリング結
果について報
告した。 

・ 6月に 2歳魚1
個体の生存が確
認されたが、9
月では確認され
なかった。 
・ 実験淵の環境が
変化した。 

・ 特になし ・ 特になし 

・ これまでの野外実験で、個体
の状態が良くないものを放
流していたことから、結果の
評価ができない。現状では少
なくとも来年の春まで待つ
べきである。 

・ 事務局：秋放流は見送るこ
ととする。放流実験を実施
するなら3月放流を想定し
ているが、繁殖期直前に放
すことも考えている。 

・ 放流実験について、放流個体
の問題はどう考えているか。
定着の事を考えると、近親交
配は無視するのか。 

・ 事務局：近親交配は極力避
けて実施したい。 

2.野外実験
について 

・ 今年度の放流
実験の実施に
ついて協議し
た。 

・ 放流個体のコン
ディション、実
験淵の環境変化
等により、今年
の秋放流は見送
ることを提案し
た。 

・ 来年3月の放流だと支川、
実験淵以外の淵は間に合わ
ないだろう。実験淵での実験
を止める根拠がはっきりし
ているのか。 

・ 事務局：実験淵での実験は
継続していく。ただし、実
験淵がある場所は、環境変
化が大きいことが分かって
きた。上流や支川は安定し
ていることから、支川等に
追加実施したいと考えてい
る。 

 



 

 

議事項目 議事内容 報告事項 委員の主な意見 意見に対する回答 

・ 隠れ家実験の
結果解析につ
いて検討結果
を報告した。 

・ ネコギギにとっ
て暗さが重要で
あることが分か
った。 

・ 特になし ・ 特になし 

・ 今回の実験結果を踏まえ、野
外投入に向けて進めてもら
うことで良い。ただし、エコ
アップに関しては、実際に生
息する淵に、一時的でよいの
で一度入れてみてはどうか。

・ 事務局：今後、実験的な施
工も含めて施工計画を検討
していきたい。 

3.人工水路
実験につい
て  

・ 野外投入に向
けた方針(案)を
報告した。 

・ 野外での耐久性
等を考慮しフト
ン籠で覆うこと
を提案した。 
・ 暗さを考慮し遮
光シートの設置
を提案した。 
・ 設置場所の提案
を行った。 

・ エコアップというが、工事の
ない箇所に投入できるのか。

・ 事務局：今までも、流下阻
害にならない程度で本川筋
に入れている。 

・ 底生魚が少ない傾向がある
が、大きな問題はないとして
いる。やや苦しい論理だと思
う。何か他に注意すべき点は
ないか。今ある情報からどの
ように無視できるのか、また
は評価できるのか。 

・ 事務局：無視とか評価はで
きない。確かに撹乱による
可能性があるが、不明な点
も多いので、実験的に放流
してそれが何かを確かめた
いと考えている。 

・ 放流実験に際しては、短期的
に結果が得られても、長期的
にみると失敗したというの
は避けたい。長期的な視点を
組み入れることが必要であ
る。 

・ 事務局：間隙水の動き等を
調べ、カワヨシノボリの空
間変異と間隙水の動きをチ
ェックするのが良い。ただ、
時間的な余裕もないので、
並列に進めていきたい。 

4.支川のポ
テンシャル
について 

・ 支川で底生魚
が少ない要因
を検討した。 
・ 今後の対応方
針(案)を提案し
た。 

・ 底生魚とネコギ
ギの関連性がみ
られなかった。 
・ 実験的な放流を
実施することを
提案した。 

・ 支川の過去からの予測はで
きないのか。 

・ 事務局：予測は難しいが、
過去から何が起きたかの整
理はできると考えられる。

5.モニタリ
ング調査結
果について 

・ 今年度実施し
たモニタリン
グ調査結果を
報告した。 

・ A、E集団で個体
数が増加した。 
・ B、D、F集団で
個体数が減少し
た。 
・ C集団は確認さ
れなかった。 

・ 特になし ・ 特になし 

6.今後の調
査・検討計
画(案)につ
いて 

・ 今後の調査・検
討計画(案)につ
いて報告した。

・ ネコギギ保全に
向けた対応方針
を提案した。 

・ 特になし ・ 特になし 

・ 他県等でネコギギ対策事例
積み重なっていると思う。そ
れらの事例の成否をまとめ
てあるか。 

・ 事務局：どこで何を実施し
たかというのは集積してい
るが、成功した、失敗した
という観点で整理はしてい
ないので、今後整理したい。

7.その他 ・ 豊川上流域の
支川等につい
て、河川工事状
況を報告した。

・ 豊川上流域の支
川で実施予定の
河川工事に対し
保全対策の提案
を行った。 

・ 施工に際しては、淵と空隙が
できていれば良いので、施工
後は、淵と空隙の維持確認だ
けでも良いので、モニタリン
グすることが必要である。 

・ 事務局：工事の施工後には、
モニタリングを実施してい
く。 

 


